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漢字指導の新 しい試み
川 口 義 一
は じ め に
本 稿 は,・1987-88年 度 の 早 稲 田大 学 国 際 部 工}」4ク ラス春 学 期 に おい て
実 験 的 に行 われ た漢 字 指 導 の新 しい 試 み につ い て紹 介 し,そ の成 果 と問 題
点 を考 察 す る も ので ある、 こ の指 導 法 が 「新 しい」 と言 い得 るの は,そ れ
が 次 の三 っ の教 授 法上 の概 念 とテ クニ ック を同時 に組 み合 わ せ た指 導 法 だ
か らで あ り,筆 者 の 知 る限 りにお い て,漢 字 の指 導 に こ の よ うな複 合 教 授
法 が応 用 され た例 は過 去 の 文献 で紹 介 され た こ とが な い か らで あ る。
(1〉 漢 字 を従 来 の部 首 とは直 接 関 係gな い 図 形 的 な構 成 要 素 に 分 醜
要 素 問 の位 置 関 係 をイ メー ジ と して と らえ る よ う指 導 す る。具 体 的 な
指 導 と して は,学 生 に黙 想 し なが ら漠 字 の 形 象 をイ メ ー ジ させ る。 ま
た,漢 宇 を 「目 をつ ぶ っ た ま ま書 く」 こ と を要求 す る。
(2)漢 字 の筆順 や構 成 要 素 の形 を筋 肉 と皮 膚 の感 覚(kinesthe廿csense)
を通 じて習 得 させ る。 具 体 的 な指 導 として は,漢 字 を書 く練 習 の際 に
特 定 の運動 と呼 吸 法 を学 生 に行 わ せ る。 ま た,ノ ー トに書 く前 に,自
分 の手 の 平 や額,.級 友 の背 中 な どに詣 で漢 字 を書 か せ る。
(3)学 習 対 象 の漢 字 を 自然 な(authendc)用 例 の 中 で 提 示 す る よ うに
1〉 早稲 田大学 国際部 は,本 学 と提携関係 にある米国 の公立 ・私立大学 の学部学
生 を留学 させ る学 内機 関であ り・ 学生 はほ とん どがアメ リカ入で ある。 日本語 は必
修科 目で あ り,取 得単位 は学生 の所属校 での卒業単位 に振 り替 えられ る。 日本語 ク
ラスは 」1か らJ6ま であ り,学 生 はプレイ スメン トテ ス トの結果 にしたがって ク
ラス分けされ る。 大学歴 はアメ リカのそれ に倣い,毎 年9月 か ら翌年6月 までで あ
るo
一33一
し,教 材 として新閲 ・雑誌 ・広告 ・漫画などを多用する。具体的な指
導 としては,学 生に当該漢字 が使われている文脈がどういう話題のも
のであるかを考えさせる。また,学 習予定の漢字が使われている印刷
物 を探 して持って来させるという課題を与える。




筆者の担当した 」4ク ラスは,1987年9月7日 から始まった秋学期(12
週120時 間)と それに続 く冬学期(6週60時 間)において,早 稲田大学語学
教育研究所編の 『外国学生用日本語教科書 初級』を終了し,1988年4月
4巨 から6月24日 まで の春学期 〔12週120時 間)に は同 じく譜学教育研究
所編の:『日本語読本'中 級』の1・4・5・18課 を学習 したクラスで,終 了
時のレペルは中級入門竣階程度 と言える。筆者は,秋 ・冬の両学期 におい
てはJ5の 担当であったが,・担当教員編成の事情でJ4を 週ldコ マ2〕教
えることになったものである。
」4お よびJ5の 中級段階のシラバスでは,漢 字語彙a〕の増加が図 られ
ており,そ のために教科書 とは別に漢字学習用の教材を用意 しているが,
外国人向けに編集 された市販のものでは,・絹羅的過 ぎて現在 の時問的条件
の中では消化 しきれず,持 ち運びにもハ ンディでないため,学 習研究社が
目本人小学生用に編集 したrノ・イ トップ 漢字』目(学年別配当の教育漢字
2)国 際部 の 目本語 クラスは,90分 授業 が週 に5目コマあるが,一 つのクラスが午
前の組 と午後 の経 とに分 けられてお り,学 生 は,値 の講義 との時 問関係 を調整 の う
え どち らの組 に登録 して もよいことになっ'ぐい る。 したが って,担 当教師 に とって
実際 め授業時間は ⑳ コマであ り,一 日に 同 じ内容の 接業 を2コ マずつ 教 えるこ と
になる。筆者 の担当 した4コ マ とい うのは,こ の よ うな形 態 の週2回 の授業 である。
3)本 稿 でr漢 字語彙」 とい うのは,漢 語 お よび漢字で表記 し得 る和語 の総体 を
表す。
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i教材)の シリーズを1957年 から使用し始 めている4}oこ の年度のJ4で は,
同シリーズの千年生用のもの(漢字数ig5字)が 教材 として選ばれた5)6筆
者の担当した生マァ卑撰業ぽ ζの黎材 を使用 した漢字語彙専門クラネで
ある・残 ゆ 餌 、マは1も う}人 の雛 諦 韓 科書やv7R.を 働 て
教える読解や聴解めクラスであるが,漢 字クラスとそれ以外の クラ貞は,
教授内容の面で互いに独立 している。
1987-88年 度の 」4に は,・12名の学生が登録 した.・全員が漢字圏の文化
的背景を持たない学生であり,国 際部入学前の日本語学習歴は2年 から6





漢字の書 き方指導の前提事項 として,本 節でまず,ク ィズ類 を含めJ4漢
字 クラスの教材につ恥て説明してお くワ
この漢字クラスの主教材は,前 述のとお り,学 習研究社の 『ハイ トップ
漢字』4年 生用であ.るが,こ の教材は1ぺ 一ジに5個 の漢字が提出 されて
い るので,こ ρ五 つ を1コ マの学 習 項 葺 と した。 『ノ1イ トヅプ 漢 宇 』 の
任意の1ペ ージは,す べてII図 月 のようなレイァウトになってお り,当
該漢字の読み ・華順 ・用例が示されてい二る。筆者は,1漢字の意味の習得の
ためには用例を具体的に示すのが効果的であると考えるため,各 零一ジに
4)筆 者 の指 導経験 か ら判断 する と・ 日本 人小学校 向 けわ漢字 教材 をアメ リカ人
大学生 の漢字教 育 に応用 するのは好ま しい ことではないが,1学 生 の 二一ぎにあ ρた
教材 を開発 するまでの暫定手段 とし七は止むを得 ざる選択 であろ う。
5)小 学校4年 生 配当 の教育湊字 を選 んだの は,」 ヰの春学期始 時 までの疑習漢
宇 の難 易 レベ ルが小学校3年 生配当の もの に近 レ.、とい う印象 か らの こ とで ある が,


























































































































助 畠晃 ㌧吃、い 塵 佃7ζ 梗
簑 つけ繕 軸 動加 ない注騰 畷 器など殖 具・
図1
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挙げられているような用例の中から,日 本 で生活 している成人日本語学習
者の学習語彙として適切なものを選び,そ れが実際に使用されている文脈
を各種 の印刷物の中から探 し出してきてそのコピーを副教材 として学生に
配布 した。 た とえば,[図11の ページにある 〈芸〉の字の用例 「芸(芸 当




は,「 給与」 を取 り上 げて その文脈(紙 幅り都合で本稿では割愛)を示 した
葎か,r日 給」r支 給」 を用例 に付け加え1図31の ような文脈6)で提示 し
た。特定の漢字が使われている文脈を全体 として提示するため,コ ピー教
材 として配布するものは,当 該の漢字の用法の部分だけでなくその前後1
ぺ一ジ分程度の部分すべてとした。.したがって,[図2頁 図31の 教材 とも,
学生には本稿に示すとお りの形で配布 されている。
学習項 目とする漠字を選定する うえで工夫したのは,学 生に自分が学び





当 目予定されていた 『ハィトップ 漢字』の五つの漢字のうち一つをこれ
と置き換える。『ハイ トップ 漢字』の[図11の ぺ一ジを学習したときは,
同 じぺ一ジの学習項目 く臣>は,学 生が前の週 に提出した 「中央」の く央〉
(同教材(pほ09所 載〉と置き換えられた、1図41は 学生が 「中央」の文脈
として提出 した印刷物ηである。
6)こ の例 は 「日給」 の使 用文脈 を探す過程 で 「支給」 を同時 に発見 し,後 者 を
学習項 目に加 えた ものである。 このよ うな使用例 は,一 っの漢字 が意味的 に関連 し
た語句 の構成要素 として現 れ,瀦 定 の語彙 グルー プを形成す る とい う現象を説 明す
るのにはなはだ好都合 である。








































































































































































■期 聞 はご根 蕊 に応 じます(3ヶ 月轟 ヶ月… 一・・)
o全 茶の 人事 担 当に 当社のサ ー ビス内容.をPRす る費 事 です。
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学 生 が 提 出 して きた漢 字 を含 め,1ユ マで 学 習 す る漢 字 はつ ね に5個 に
限 定 し,漢 字 の用 例 と して 示 され る 語 句 は,漢 字1個 につ き平 均 二 つ3㌧
全 部 で10例 とす る。 こ の10例 は,学 生 に とって必 修 と し,次 の漢 宇 ク ラ
ス の始 め に行 われ る 「漢 字 クイ ズ」 に出 題 す る。 漢 字 の意 味 の説 明 上,こ
の10例 以外 に も用 例 を示 す こ とが あ る が,こ れ は ク イ ズ の対 象 に は して
い な い。 した が っ て,1コ マ の漢 字 ク ラス は,基 本 的 に は5個 の漢 字 とそ
の用 例10例 の 導入 お よぴ 前 回学 習 分 の漢字 の ク イ ズ に よ って 構 成 さ れ て
い る。 クイ ズ に10～15分 ぐ らい を要 す る の で,1時 間15分 ほ どで そ の 日
の学 習項 目 を消化 しな けれ ば な らな い が,筆 者 の経 験 で は これ で時 聞 的 に
は ち ょ うどい い か 少 し足 りな い とい う感 じで あ る。
クィ ズの 形 式 は,つ ね に[図5H図61に 示 した よ うな プ リン トの ペ ァ
に な っ た も ので あ る。[図51が 解 答 用 紙 で,間 題 はつ ね に(1)漢 字 読 み,
(2)漢 字 書 き,(3)短 文 作 成 お よび(4)お ま け で 構 成 さ れ て い る。 問 題
(1)～(3)は 必 解,(千)は 随 意 解 答 の問 題 で あ る。(ヰ〉 の よ うな問 題 を作 っ た
の は,た ま た ま当 目 の禺題 に答 え られ な くて も・ 既 習 の知 識 を利 用 す れ ば
得 点 が可 能 な よ うに して,ク ラス外 の漢 字学 習 の動 機 づ けを強 化 す る た め
で あ る。 こ の方 法 は,教 師 に とっ て も,学 生 の学 習 状 況 や既 習 事 項 の定 着
度 を測 る うえ で,有 益 な 惜 報 を 与 えて くれ る。1図61は 問 題(1)お よび
(2)の 解 答 の て が か りを与 え る もの で,す べ て 授 業 中 に 配 布 す る 副教 材 の
一 部 を集 めて コ ピー した も の で あ る
。 採 、点は10点 を満 、県 と し,読 み の 聞
違 い は 一1点,宇 形 のわ ず か な誤 りは 一〇.5点 とい うよ うに減 点法 で 採
点 し た。 な お,問 題(4)の 解 答 は,字 形 と読 み ま た 意 味 の ど ち らか が 正
して くれ た学生 は,弓 道部 の部員 として 中央大学 の弓道場 に出 かけておP,自 分 の
思 い出の揚所 を同 じクラスの他 の学生 に も示 したかった とのこ とで ある。 このよ う
に個人的 な生活体験 か ら抽 出 された漢字 の用例 は,レ キシカル な意味以上 の意 味 を
当該 の語句 に与 え,そ れ によって用例 を発見 した当人 ばかPで な く,他 の学生 にも
漢字認識 の特別 な手掛かPを 作 り出す こ とになる。
8)使 用頻度 の高い,あ るいは造語力 の強 い漢字 は用例 を3な い し4例 出 し,そ
のため他 の漢字 の用例 は一つ にす るこ ともま まあった。[図11の ぺ一 ジで ぽ,〈機>











① あ そ こ に あ る大 き な はpエ ア マ ン で す 。
(き か い)











しい揚 合+1点 を与 え て減 点 分 を相殺 し た9〕。
テ ス トの 形 式 は,ク イ ズ の それ と若 干 異 な り,[図71に 示 す よ うな もの
で あ る。 周 題(1)は 必 解,(2)は 解 答随 意 な が ら 正 解 の場 合 は得 点 で き
るゆ こ と,ク ィ ズ の揚 合 と 同 じ で あ る。 問題 の漢 字 を含 む 「資料 」 は,
1図8]の よ うな も のが3枚 与 え られ る.筆 者 は,こ の テ ス トを一 種 の実 力
9)問 題(1)～(3)で 満点の うえ問題(ヰ)で も得 点する と100%以 上の得 点 と な
る。 このよ うな得点 を記録 した学生 は4人 で あった。 なお,問 題(4)を 利用 して
得点 した学生 は計8人 お り,こ の得 点を生 かそ うとする傾 向が見 られ る・






























































































































































































テ ス トで あ 矯 と考 え る と こ ろか ら,ク ラ スの 時 間 中教 材 で扱 っ た もの以 外
の漢 字 語 彙 を 解 答 に して も か ま わ ない こ とと した。 「資料 」 にす る印 刷 物
け,タ ラ ネ で副 教 材 と して 配 布 した も の を使 用 す る が,そ こ に出 てい る漢
字 のず べ て を ク ラ スで 学 習 した わ けで は なマ・.た とえ ば,[図8]は 〈賞>
とい う漢 字 を 「賞 品 」 とい う用 例 で 示 す た め に使 った もの で あ る。 実 際 に
は,「 中央 」 「産 業 」 「記 念 」 「選 ん で 」 「必 要 」 「連 続 」 な どg漢 字 語 彙 が
〈賞 〉 導 入 の 段 階 です で に ク ラ ス内 で 学 習済 み の もの で あ るが,こ れ らを
す べ て復 習 して か ら 「賞 品 」 に移 っ たわ けで はな い 。 し之 が っ て,学 生 に
とっ て[図8]の よ うな 「資料 」 は,親 しみ は あ るが新 しい課 題 に もな っ
て い る の で あ る。 こ の年 度 のJ千 の学 生 に は,こ の テ ス トを もっ て期 末 試
一44一
(2)lfy・ureme血berany・ 血eτKANJls・ 踏epastles言 。ns,writ巳them
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験 と し11),成 績 評 価 の一 助 と した 。
3。 漢字クラスの指導手順
本節では,漢 字クラスの具体的な指導手順を紹介する。[注(2)]で も璋
ぺたように,国 際部の目本授業は,同 じ 」4な ら 」4の クラスを午前 と





11)12名 の学生 の うち所属校 の大学歴 の事 情で早期 帰 国す る 学 生2名 の た め
に,こ の期末試験 と類似 したテス トを作成 し,全 員 に成績評価 の対象 にす るこ とを




素 敵 な 賓 品 を ブ レゼ ン ト!
下肥の6つ のユrスの中からお婚きな賞品を
カんでホ ヌくださいゆモコ　スえじコゆもねリオ




7;雌 続紺70,000名 様に ・





舗 望のコース1つにDを つけ、煙 事矯を羅邸"躰 ン糊 にこ泓 くだεい■等
















磁 鷺 轡 し,輿 　 　 ンテ防ンiFU」脚 ア傭[ヱ ト　
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した漢字 と教科書の漢字を差 し替 え,ま た次週以降のクラスに使 える漢宇
を探してきた者には,そ れを提出させる。






た揚合 は,教 科書 にあっても教えず,学 生にも覚える必要のない 旨伝え
る。
続いて漢字の書き練習を行 うが,ご の部分が本稿rO・ はじめに」 に挙
げた指導法の主要概念の うち(1)(2)と 関係するところである。書 き練習
を行 うときは,ま ず学生を立たせて,身 体の緊張をほぐし筋肉や皮膚など
の運動 ・接触感覚(kinesthetic.sense)が 十分 に働 くように柔軟体操13〕を





を一つ画き,そ れを区分 けして分解 した構成要素がその中に収まるように
はめこんでい く。'たとえば,[図11の ぺ一ジにある 〈機〉は,[図9]の よ
うに①～⑤ の要素に分解 され,正 方形の中の区分に書きこまれる"こ の
区分 を提示する目的は,漢 字を構成要素の位置関係のイメージとしてとら
12)体 操 は どのよ うな種類 の もので もよいが,筆 者 は,サ ジェス トペ ディァで
言 う 「儀式化(dtuaHzation)」 の効果 を狙 って簡化 餌 式太 極拳 を取 り入れ た。太極
拳 は身体 の緊張 と弛緩 のバ テンスを感 じさせるのに適 した運動 である とともに,漠











間の関係が説明される。1図91の 例では,① の木偏が独立 した 〈木〉よ




ついて書 く練習をさ,せるが,ノ ー トや教科書の書 き順の欄に書 くのではな
く,学 生を立たせたまま各自の目の前の空問に特定の呼吸法に従って書か
せるのである。教師は,学 生と向かい合 って立ち,先 に板書で示 した当該
漢字の構成要素をτつずつ鏡像 にして書 く。こうすれば,学 生は教師の書
き方をそのまままねればよく,教 師も学生の書き順や表情がはっきり見え
るので,指 導上好都合である。書 くときには,ま ず深 く息を吸い,次 に息
を吐き出しながら当該要素を筆順 に従って書 く。書 き終えたときには,手
を静かに降ろすと同時に残 りの息をすべて吐き出す。 続いて,目 を閉 じ
て,頭 の中に今書き終わった要素のイメージを作 らせる。線の長短 ・ハネ
の有無 ・点の位置など,形 の上で注意すべき特徴については,学 生が頭に
イメージを描いているときに注意し,よ リシャープなイメージが持てるよ
うに指導する。・当該漢字の構成要素すべてについてこの過程を躁 り返すわ
けであるが,要 素数の多い漢字の揚合は,一 度すべての要素の書 き練習を
してから・ さらにい くつかの要素を組み合わせたより大 きい単位の書き方
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を練習する。 たとえば,前 述 の く機〉の場合は,① ～⑤ の要素の練習の
あとで ③～⑤ の部分 を組 み合 わせた形 を練習 し,さ らにそれを② と組み
合わせて労の 〈幾>の イメージを確かに砺 最終的には一息で く機〉を書
くようをこ練習する。
このあと,学 生各自の体の一部(手 の平 ・額 ・モモの表側など)に練習 し
た漢字 を頭の中のイメージから呼び出して書かせてみる。これは,空 中に
大きくイメージした字形を小さくまとめて書 く練習になっでお り,紙 の上
に書 きつける毅階のイメージがここで定着するもの と思わ れ る。そのあ






だけに名乗 りをあげて出て来させるが,次 第に全員が同時に書 くように詣




書き方の練習び終わってからは,学 生を着席 させ,前 述の副教材を使っ
て瑚用例の説明をする。まず教材の中に問題の漢字が使われているかどう
13)教 師 は,こ の とき,注 意深 く観察 しでいるだけで,コ メ ン・トを しない ほ う
が よい と思われ る。学生 は予想以上に遠 確な批 判 をす るし,同 じ学生 同士の コメ ン
トのほ うが教 師か らのものよ)心 理的 に受 け入れやす いか らである・
1ヰ)教 科書 に単独で 挙 げ られてい る漢字 のほか,そ の漢字 の用例 中に紅み合 わ
せて使 われている漢宇すべて をこの方法 で練習す る。
15)副 教材 は,学 生 の人数 の半分 だけ作 り,二 入 で一枚 を見 させるよ うにする。
こ うす る と,互 い に助 け合 い意晃を出 し合 いなが ら教材 の内容 を検討 するので,課
題 の解決 が効 率よ くなる。 なお,」 ヰ には独 立 して課題 と取 り組 みたいタイプ学生
もいたので,そ の学生 のた めには別 に1枚 の コピーを準備 した。
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か調 べ させ るが,そ の ま え に ある い は それ と同時 に 当該 の 副教 材 の コ ピー
は どん な印 刷 物 の コ ピー で あ るか に つ い て 意 見 を 言 わ せ る。 た とえ ぱ,
1図3]の 教材 の場 合 は これ が求 人 広 告誌 の1ぺ 一 ジで あ る こ と を,「 社 員 」
「仕事 」 の よ うな 語 句 や 年 齢 ・金 額 ・時 間 な ど の項 目か ら判 断 して 分 か ら
せ る5印 刷 物 の性 格 が分 か っ て か らは,そ うい う内容 の印 刷 物 と して そ れ
ま で に理 解 で きた 事 柄 の ほか どん な 情報 が含 まれ てい る はず か を,学 生 の
常 識 か ら考 え出 させ,そ れ を示 す語 句 を探 させ た り指 摘 した りす る。 こ う
して副 教 材 の内容 が概 観 され て か ら,学 習項 目 とな って い る漢 字 を探 し出
させ る。 た と えば,1図3]は 〈給>の た め の教 材 で あ るが,ク イ ズ の 課題
とす る 「日給 」 「支 給 」 の ほ か 「固 定給 」 「能 率 給 」 「高 給 』 の よ うな語 句
を探 し当 て る こ とが で き る。 この よ う象 作業 を通 じて,学 生 は,学 習 す る
漢 字 の使 用 され る文 脈 全 体 ⑥ か ら学 習 漢 字 の意 味 や意 味 の派 生 状 態 を理 解
す る こ とが で き る。 こ の あ と,次 の漢 字 の 書 き練 習 に移 り,こ の過 程 を学
習 項 目ご とに繰 り返 して1コ マ の授 業 を終 了 す る1%
4.成 果 とま とめ
今 回 の漢 字 指 導 の試 み は,漢 字 の字 形 の認 識 ・記 憶 の心 理 的 お よ び生 理
的 側面 を活 性 化 させ る こ と,な らび に談 話 的 文 脈 に よる漂 字 語 彙 の意 味 理
解 を定 着 させ る こ とを主 眼 と した もの で あ る。 教 授 法 的 には,前 者 が本 稿
冒頭 に挙 げ た(1)(2)と,後 者 が(3)と,そ れ ぞ れ対 応 す る形 で実 現 され
た わ けで あ る。 学 生 娼 名 ・1学 期 聞 の み の実 験 で あ っ た た め・十 分 な デ ー
タが蓄 積 され た とは言 い が た い が,今 後 の指 導 を考 え る うえ で い くぶ ん か
の示 唆 的 な結果 が 出 て い る こ とは注 目 して よ か ろ う。
16)文 脈 全体 を示すこ とは,言 語生活 の一部 を示 すことにもな り,そ のまま異
文化理解 を促進す ることにっ なが る。[図31の 例では,こ のコピー を取 った求人広
告誌をそのまま学生 に見せ,日 米 の求職状 況の相違 についてデ ィスカッシ ョンを行
った。漢字 の教育 は,こ の方面 か らもさらに研 究 されるべきで あろ う。
17〉 漢字 の学習 は各 自の関心 に応 じた 主体 的な 活動 である ことを認 識 させ るた
めに,未 習の漢字 の用例 を提出す る(学期 中各 自1回)ほ かには,一 切 の宿題 を課 さ
ない。
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まず,書 きの面 については,字 形 に対 して持 っているイ〆一ジが実際の
表記に影響するようであることが観察された。[図101は,そ れぞれクラ
スの中で字形が最 もきれいな学生 く学生A〉 と最 もくずれている学生 〈学
生B>の 表記例で,く学生A〉 は左二つ,く 学生B>は 上二つがそれぞれ
目を閉じて書いたものであるが,目 をあけて書 き直 したものとの差がそれ









れは,学 生の語彙学習に対する自立性,す なわち,与 えられて覚える学習
から探し出して自分のものにする学習への質的転換 を示す もの と思 われ




以上のように,漢 字の字形について正確 な認識を持 たせることや漢字語
彙を具体的文脈から放 さず導入す ることは,今 後 の初級段階の漢字指導研
究の新 しい課題 となろう。これによって,漢 字は,言 語の構成要素の一 と
18)筆 者 は,1988年11月 ・米国 オ レゴ ン州 ポー トラン ドの公 立高校の 日本語授
業 を参観 した際,本 稿 で述 べた方法 によって日本語学習 開始1年 目と2年 目の学生
に く響 〉の字 を指導 してみ た ところ,各15名 程度 のクラスの学生 のぽぽ全員 が正
確 な宇形 を 目を閉 じて書 くこ とができた。 これ は,漠 字 の字形 についての印象 が固
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